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令和５年度長崎県民児協指定モデル民児協の活動取り組みの様子です。
活動の報告につきましては、２ページをご覧ください。

島原市安中地区活動の様子佐世保市大野地区活動の様子



ま
し
た
。
子
育
て
世
帯
や
子
ど

も
た
ち
に
お
い
て
は
、
少
子
化
・

核
家
族
化
な
ど
も
起
因
し
て
課

題
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
地
域

に
お
け
る
見
守
り
の
重
要
性
は

増
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た

『
こ
ん
に
ち
輪
訪
問
事
業
』
を
通

じ
て
、
こ
ど
も
た
ち
と
顔
見
知

り
に
な
り
、
さ
ら
に
は
子
育
て

世
帯
の
把
握
・
支
援
へ
繋
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
は
、
訪
問
の
対
象
年

齢
を
設
定
（
小
学
３
年
生
ま
で
）、

訪
問
世
帯
数
、
訪
問
子
ど
も
数

を
確
認
し
、
参
加
で
き
る
委
員

を
募
り
ま
し
た
。
23
名
の
委
員
の

協
力
の
も
と
、
訪
問
時
に
提
示

す
る
チ
ラ
シ
の
作
成
、
会
話
の

き
っ
か
け
づ
く
り
や
今
後
の
取

り
組
み
の
参
考
の
た
め
に
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
、
事
業

へ
の
参
加
や
訪
問
件
数
は
委
員

に
お
任
せ
し
、
通
常
の
委
員
活

動
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

回
答
が
あ
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
か

ら
、「
訪
問
を
受
け
て
驚
い
た
」、

「
嬉
し
か
っ
た
」
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
に
知
り

合
い
が
い
る
が
、
家
族
以
外
の

手
伝
い
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
方
は
、
約
４
割
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
通
常
の
委
員
活
動

と
併
せ
て
実
施
し
た
た
め
、
不

安
や
負
担
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、「
日
頃
は
挨
拶
だ
け
で
あ
っ

た
保
護
者
と
会
話
が
で
き
た
」、

「
父
親
や
祖
母
の
対
応
が
多
か
っ

た
」
な
ど
、
訪
問
を
通
し
て
多

く
の
現
状
が
把
握
で
き
、
参
加

し
た
委
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ

の
活
動
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
目
的
の

『
ま
ず
は
顔
見
知
り
に
な
る
』
は

概
ね
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

時
に
主
任
児
童
委
員
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
、
親
子
ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
、
試
食
会
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
た
ち
に
よ
る

企
画
か
ら
行
っ
た
訪
問
活
動
は
、

児
童
、
高
齢
者
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
と
っ
て
も
大
変
有

意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
へ
の
『
こ
ん
に
ち
輪

訪
問
事
業
』

～
子
育
て
世
帯
を
訪
問
し
て
委

員
と
子
育
て
世
帯
が
顔
見
知
り

に
な
っ
て
今
後
の
活
動
へ
つ
な

げ
る
事
業
～

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
地
域
行
事

の
減
少
や
触
れ
合
い
の
制
限
な

ど
で
委
員
活
動
も
難
し
く
な
り

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ち
へ
訪
問
し
た
い
。」
と
要
望

が
あ
り
、
地
区
定
例
会
で
企
画

説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
訪
問
活
動
で
は
、
訪

問
先
の
高
齢
者
か
ら
安
中
地
区

の
昔
話
を
聞
い
た
り
、
児
童
か

ら
質
問
を
し
た
り
と
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

保
護
者
と
の
交
流
の
機
会
と

し
て
は
、
小
学
校
入
学
説
明
会

『
子
ど
も
民
生
委
員
を
通
し
て
地

域
住
民
の
防
災
意
識
や
連
帯
感

を
育
む
事
業
』

　

普
賢
岳
火
災
で
一
度
消
滅
し

て
再
建
し
た
安
中
地
区
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
梅
林
を
、
地
区
内

の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

と
と
も
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

梅
林
管
理
と
し
て
、
小
学
３

年
生
と
梅
の
収
穫
作
業
、
中
学

生
と
梅
林
の
剪
定
作
業
を
行
い

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
民
生
委
員
活
動
の
１

回
目
は
、
５
月
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
事
業
で
、
６

年
生
と
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
実
施

し
、
そ
の
後
、
民
生
委
員
と
一

緒
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
２
回
目

の
活
動
は
、
児
童
か
ら
「
ま
た
、

子ども用プレゼント

下校見守りの様子

通学路点検

訪問用チラシ

令
和
５
年
度 

長
崎
県
民
児
協
指
定
モ
デ
ル
民
児
協 

報
告

　

こ
の
事
業
は
、
長
崎
県
民
児
協
が
単
位
民
児
協
の
充
実
強
化
に
つ
な
が
る
活

動
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
指
定
し
、
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
島
原
市
安
中
地
区
民
児
協
と
佐
世
保
市
大
野
地
区
民
児
協

を
指
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
10
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
各
指
定
民
児
協

か
ら
提
出
さ
れ
た
状
況
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
そ
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

島
原
市
安
中
地
区
民
児
協

佐
世
保
市
大
野
地
区
民
児
協
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民生委員さん
　　　　　生活福祉資金を通じた相談支援で地域を見守り・支える

民生委員さんにインタビュー！

　いつも生活福祉資金へのご協力誠にありがとうございます。北城さんの心がけや考え方がとても素敵で福祉職と
して見習わないといけないなと思いました。インタビューにご協力いただきありがとうございました！
　本貸付制度は民生委員のみなさまに支えられている制度です。「ただお金を貸して終わり」ではなく、地域の民
生委員のみなさまの見守り活動が本制度の強みとなります。生活福祉資金を通じて誰一人取り残さないよりよい地
域社会を一緒に目指していきましょう。

【お問い合わせ先】長崎県社会福祉協議会　生活支援課　095-846-8639

長崎県内で最も多く貸付担当件数をお持
ちの長崎市 橘・戸石地区民生委員・児
童委員 北城実保さんに長崎県社会福祉
協議会 生活支援課の貸付担当がインタ
ビューをしました！

長崎市 橘・戸石地区
民生委員・児童委員

北
きた

城
じょう

 実
み

保
ほ

さん（長崎市出身）
・教職として勤務し現在は塾の講師
・2004年から民生委員・児童委員
・趣味と特技は「草取り」
・自治会で花ボランティアを結成

　連絡がなかなか取れない方や高齢世帯、独居世帯への関わりはどこまで
踏み込むべきか難しいなと思います…。

　生活福祉資金を申込される方との面談は私の自宅か、地区の集会所で
実施しています。特に教育支援資金を申込される場合は保護者と本人と
同席してもらい一緒に確認していただくようにしています。また、面談
の際は安心して話が出来る雰囲気作りを心がけています。

民生委員として気を付けているポイントなどがあれば教えてください。
長崎県社協

長崎県社協

大変なときはどういうときですか？

北城さんよりひとこと
　私自身は自分が出来る事を出来る時にすればOKと考えるようにしています。花壇にしゃがん

で草取りしている時、挨拶したりお天気の事を話したりと会話が弾みます。そんなご近所付

き合いを続けながら、何かあった時「話を聞いて、必要なところへ繋ぐ人材」として覚えて

てもらえたら良いなーと感じます。これからも微力ですがなんとか続けていきたいです。

活動の流儀

北城さん

北城さん
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わがまち民生委員・児童委員
キラリと光る キラリ★

vol.vol.07

県内で先駆的な活動や工夫をしている活動、おもしろい取り組みや珍しい取り組みな
どなど、わがまちで「キラリ★」と光る民生委員・児童委員の情報をご紹介します！

「地域への恩返しとして活動」

　人、１人ずつ抱えてる悩み、苦しみが異なる。寄り
添い、細やかに聞くことを念頭に置きながら民生委員
活動を続けていきたいと感じています。
　特に高齢者一人暮らしの人達は家を出る事、少しの
コミュニケーションをとること自体を億劫になってい
る場合もある。強制的にならないように配慮しながら
ちょっとだけ外に出てもらうことで前向きな気持ちが
うかがえた時の喜び。ひきこもっていた人が委員と話
し、サポートを受ける事で本来もっていた自尊心が引
き出されていく過程。人の輪に入り、笑顔を見せてく
れる。その時、特に委員活動に幸せ、充実感を感じて
います。

「支援がつなぐ笑顔の輪」

五島市本山地区民児協
会長

○出身　五島市野々切町
○民生委員在任年数　19年
○趣味　グラウンドゴルフ
○学生時代　陸上
○好きな本　ミステリー小説
○好きなスポーツ　ボーリング

眞
ま

弓
ゆ み

 七
な な

男
お

 さん

　民生委員は、夫の母より引継ぎ 25 年になります。
就任した当初は仕事をしていた為、昼間の活動が思う
様にできませんでした。退職後は、実母の介護をしな
がら、地区の委員と協力し、精力的に活動しています。
　北大浦地区では、昨年コミュニティ協議会が設立さ
れ、私も準備段階から関わる事ができました。今年の
７月・８月には「シニア向け初めてのスマホ講座」を
開催し、地域の元気なシニアさんとふれあい、とても
楽しい時間を共有できました。今後も、地域の方々の
隠れた才能を発掘し、コミュニティの場を創っていけ
ればと思っています。

　妻が前任者だったため、民生委員を二つ返事で引き
受けました。決して恐妻家ではございませんので、お
間違えの無いようお願いいたします。
　さて、就任当初は右も左もわからず、諸先輩方から
ご指導をいただき活動を始めました。現在は、お年寄
りのつどいの場「なごみ」を週３日（月・金・土（健
康麻雀））運営しており、担当地区内外のお年寄りの
方々が気軽に立ち寄り、お茶を飲みながら会話を楽し
み、百歳体操、コーラス等、みんなが興味、関心があ
ることを行っています。
　今後も「楽しみながら共に生きていく」活動を継続
していきたいと思います。

長崎市北大浦地区民児協
会長

松浦市志佐地区民児協
会長

○出身　福岡県福岡市
○民生委員在任年数　25年
　地区会長を務めて７年目。
　読書が好きで、書店で数冊の本を購入
するとワクワクします。また、学生時代にしていた卓球を主婦に
なって新たに始め、70歳になる現在も家庭婦人の現役選手です。
スポーツ観戦も大好きで、観戦中は熱くなります。（プロレス以
外は何でも）

○出身　愛媛県出身の松浦市在住60年
○民生委員在任年数　７年
○勤務経歴　商社一筋50年、顧問として現役。
○趣味　ゴルフ、健康麻雀

吉
よ し

村
む ら

 久
く

仁
に

子
こ

 さん

神
か み

岡
お か

 康
こ う

一
い ち

 さん

「地域の中で元気に活動！」

「お年寄りの方々と楽しみながら共に生きる」

　会社定年後に東京から郷里へＵターンして３年目、
自治会長に説得され民生委員となりました。福祉分野
はこれまで無縁でしたが、自分の過去を振り返ると幼
少の頃に水害で家族を失った原体験があります。自ら
も周囲の年長者の環視の中で育ったのかも知れないで
す。大学の卒業アルバムに、学長が不況下に就職する
学生に贈った『先憂後楽』という言葉を、自らの境遇
に当てはめ教えとしてきました。結果として人生の荒
波を乗り越えることができたのかもしれません。民生
委員となった４年前からは、地域社会への恩返しのつ
もりで、福祉や児童環境を学びつつ活動しています。

雲仙市瑞穂町民児協
会長

○出身　雲仙市瑞穂町
○民生委員在任年数　４年
○勤務経歴　団体職員
○趣味　クラシック音楽
　　　 （１日２時間は聴いている）

益
ま す

田
だ

 善
よ し

之
ゆ き

 さん
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　民生委員になるきっかけは、前会長の依頼を受け

て、地区の為にという思いもあり承諾した。活動内容

の主だったものとしては、年に１回行っている高齢者

施設訪問があり、ひいてはそれが充実感にもつながっ

ている。

 活動の思いとしては、特に独居で住まわれている人

達が元気で豊かな気持ちで日々を過ごして欲しいとい

う気持ちが根底にある。

　今後の抱負としては、子ども達から高齢者に至るま

で日々の生活を営む中、人的に又、助言も含めて少し

でもその人達を支えていきたい、今はそう考えています。

　民生児童委員の任務を一言でいうと、住民の「見

守り」と関係機関への「つなぎ」ではないかと思う。

「つなぎ」に関しては、当町では毎年４月頃、県・町・

学校等関係機関との意見交換会を実施している。こ

の目的は、関係機関等の人事異動に伴う顔合わせは

勿論であるが、なんといっても食事をとりながら打

ち解けた雰囲気で相互の意思疎通が図られることで

ある。この取り組みに同僚からは、「つなぎが容易に

なった」等の声も聞かれる。今後もあらゆる機会を

通じ関係機関との意思疎通を図り住民との「架け橋」

に努めていきたい。

「喜びを糧に」

「住民と関係機関の「架け橋」に」

五島市大浜地区民児協
会長

川棚町民児協
会長

○出身　五島市大浜地区
○民生委員在任年数　16年
○趣味　魚釣り ソフトボール
○好きな本　歴史に関する本

○出身　佐世保市
○民生委員在任年数　６年２ヵ月
○趣味　囲碁・家庭菜園

平
ひ ら

山
や ま

 泰
や す

隆
た か

 さん

中
な か

里
ざ と

 秀
ひ で

司
し

 さん

　主任児童委員就任前から育成協や子どもを守る

ネットワークに関わり、現在小学校の校内別室支援

員をしながら登校時の挨拶活動を続けてます。５月

の活動強化週間では小・中学校の正門前で挨拶活動、

地域にオリジナルのぼり旗を掲揚、ＰＲチラシと民

生委員・児童委員の関わる行事をオリジナルカレン

ダーにして自治会に回覧、同時に学校安心メールで

配信をお願いしました。後任確保に繋がればと思い

地域へのＰＲ活動も実施しております。

　小学生の登校見守りを始めてから７年。
　四季を通じて、毎朝７時から８時までが見守りの
時間。スクールバス発車は７時30分。
　まずバス待ちと乗車の安全見守り。児童はバスに
10分揺られ下車地へ。私は別ルートで移動し、バス
到着後、下車児童を見守る。国道を青信号で渡り、
班長を先頭に、安全に気をつけ黙々と歩く。国道の
通勤車両は数珠繋がりでそのスピードが怖い。10分
で国道を離れ、学校の坂道を300m上る。正門に到
着。８時、バス通学児童集団登校見守り全てが終了。
　この見守りが児童に寄り添う原点である。

長崎市戸町地区民児協
会長

南島原市口之津地区民児協
会長

　口之津町に小学校３年生の二学期まで、
その後長崎市昭和町に転居し、結婚を機
に戸町へ移住しました。
　戸町中学校ＰＴＡ会長を２年務めた後、
主任児童委員を９年、その後地区民児委
員として６年目、地区会長として３年目
になります。

○出身　南島原市
○民生委員在任年数　６年
○教職生活42年（小39年、幼３年）
　退職後、バス通学児童の登校見守り開始
　体力作りでジョギング歴30余年

井
い

口
ぐ ち

 元
も と

孝
た か

 さん

大
お お

野
の

 義
よ し

満
み つ

 さん

「民生児童委員活動のＰＲ」

「ともに歩き見守る」
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毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
。

民
生
委
員
信
条
唱
和
後
、
毎
月

の
議
題
に
沿
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。
市
役
所
や
関
係
団
体
職
員

に
定
例
会
へ
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
研
修
会
や

事
例
検
討
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

富
江
町
民
児
協
は
「
老
人
対

策
部
会
」「
心
身
障
害
児
者
部

会
」「
児
童
福
祉
部
会
」
の
３
つ

の
部
会
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
積
極
的
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会
は
も
ち
ろ
ん
、

担
当
地
区
の
高
齢
者
や
、
見
守

り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
の
お

宅
へ
訪
問
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
状
況
確

認
や
相
談
事
に
対
応
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
方
た
ち
が
安
心
し

て
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

民
児
協
主
催
の
活
動
で
は
、

平
成
26
年
度
よ
り
、
民
児
協
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
、『
町
を
自
ら
の

手
で
綺
麗
に
し
よ
う
！
』
と
い

う
作
戦
で
す
。
悪
天
候
で
実
施

出
来
な
い
年
も
あ
り
ま
す
が
、

掃
除
を
行
う
こ
と
で
そ
の
地
域

の
方
に
、
民
生
委
員
と
し
て
の

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
う
１

つ
の
作
戦
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
少
子
化
が
進
み
、
こ
ど

も
と
触
れ
合
う
機
会
も
減
っ
て

い
ま
す
の
で
、
民
生
委
員
の
活

動
も
兼
ね
て
、
新
１
年
生
へ
名

前
入
り
の
鉛
筆
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一

環
で
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
見
守
り

協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。
見
守

り
協
力
で
は
、
新
１
年
生
と
一

緒
に
小
学
校
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ

ま
で
の
道
の
り
の
中
で
、
学
校

生
活
の
こ
と
や
、
休
日
の
話
な

ど
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
現
在
は
引
き

取
り
業
者
不
在
の
為
活
動
休
止

中
で
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
事

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
年
間
を
通
し
て
空
き

缶
を
回
収
し
業
者
に
買
い
取
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
収
益
を
利
用

し
て
、
地
域
福
祉
施
設
や
公
共

施
設
等
へ
車
椅
子
や
必
要
備
品

等
を
寄
付
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

活
動
を
再
開
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
児
協
活
動
へ
の
理

解
と
周
知
を
目
的
と
し
て
地
域

行
事
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域

交
流
で
は
、
昨
年
か
ら
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い
る
、

こ
ど
も
食
堂
に
使
用
す
る
食
材

の
提
供
や
調
理
補
助
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
こ
ど

も
た
ち
と
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
江
町
に
は
鯉
の
ぼ

り
で
有
名
な
琴
石
地
区
が
あ
り
、

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
作
業
や
こ
ど

も
園
と
の
交
流
会
へ
参
加
し
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
社
協
主
催

で
、
富
江
町
の
遠
方
地
区
に
住

ん
で
い
る
独
居
老
人
が
参
加
す

る
「
ふ
れ
あ
い
遠
足
」
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
地
域
の
行
事
へ
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５

類
に
移
行
し
て
１
年
が
経
ち
、

生
活
や
イ
ベ
ン
ト
が
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
積
極
的
に
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
現
所
を
し
っ
か
り
と
把
握
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
の
な
り
手

が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
現
在
、
富
江
地
区
も
２

地
区
の
民
生
委
員
が
欠
員
状
態

で
す
。
こ
の
、
な
り
手
不
足
問

題
も
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
五
島
市
富
江
地
区
民
児
協

会
長
　
中
島
　
正
光
）

五島市 〜躍動民児協最前線〜

定
例
会

主
な
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み
と
課
題

入学祝プレゼント

見守り協力

毎月の定例会

【五島市富江町民児協】
人口：4,022人　　世帯数：1,864世帯　　　高齢化率49.83％（令和6年3月現在）

地区担当委員 16名　　　　主任児童委員 2名

　富江地区は、五島市南部に位置し、五島市で２番目に人口の多い地区です。
昔からサンゴ漁が盛んで、今もサンゴ加工の名産地として知られています。
美しい海と、緑豊かな木々に囲まれた自然豊かな町で、キャンプ場や温泉施
設もあり、近年では、テレビドラマのロケ地としても有名です。また、中心
部には、スーパーやお弁当屋さん、銀行、病院など生活に必要施設が揃って
いますが、やはり人口減少の波にはあらがえず、シャッターの閉まっている
店も少なくありません。

五
島
市
富と
み
江え

町
民
児
協

委
員
構
成
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毎
月
第
２
金
曜
日
に
実
施
し
、

事
例
研
修
で
は
委
員
の
活
動
事

例
の
紹
介
や
活
動
上
の
悩
み
な

ど
を
話
し
て
情
報
共
有
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
協
や
行
政

か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
連
携
し

て
活
動
を
進
め
て
い
く
体
制
が

で
き
て
い
ま
す
。

・
月
１
回
の
役
員
会
で
定
例
会

の
内
容
な
ど
を
確
認
し
て
通

知
を
送
付
し
て
い
る
。

・
月
１
回
、
地
区
内
11
ヵ
所
で

行
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
食

事
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
、

取
り
ま
と
め
、
調
理
、
会
場

設
営
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

・
行
政
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

い
る
地
域
福
祉
連
絡
会
に
参

加
し
、
行
政
区
長
・
福
祉
推

進
員
と
地
区
内
の
情
報
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

・
地
区
会
、
部
会
を
そ
れ
ぞ
れ

年
に
１
回
開
催
し
、
委
員
の

資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
等
宅
訪
問

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
相

談
内
容
も
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
関
係
機
関

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
住
民

の
方
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
定
例
会
や
研

修
会
等
で
委
員
の
資
質
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
委
員
同
士
の

繋
が
り
を
深
め
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
海
市
大
瀬
戸
地
区
民
児
協

会
長
　
河
野
　
幸
良
）

【西海市大瀬戸地区民児協】
人口：5,017人　　　世帯数：2,580世帯　

高齢化率44.8％（令和6年6月末現在）

民生委員数 26名　　　　主任児童委員数 2名

　西海市大瀬戸地区は西海市南西部に位置し、角力灘に面
しています。
　65 歳以上高齢化率 44.8％、75 歳以上高齢化率 23.8％の
超高齢地域で、交通の便が悪かったりと不便なところはあ
りますが、昔ながらのつながりが残っていて「おたがいさま」
の気持ちがある自然豊かな地域です。

西海市〜躍動民児協最前線〜

登校の見守り

定例会で行政の説明

地域福祉連絡会

視察研修

老人福祉部会避難所について ふれあい食事サービス

西
海
市
大お
お
瀬せ

戸と

地
区
民
児
協

定
例
会

今
後
の
取
り
組
み

主
な
取
り
組
み
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
令
和

５
年
度
に
お
け
る
全
国
の
事
故

受
付
件
数
は
５
２
５
件
で
、
前
年

度
比
（
５
４
６
件
）
が
96
・
２
％

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
最
も
多
い

事
故
は
、本
人
負
傷
で
５
０
７
件
。

う
ち
「
活
動
中
に
よ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
は
17
件

で
し
た
。

　

事
故
の
内
容
と
し
て
は
「
車

止
め
に
つ
ま
づ
き
転
倒
」、「
床
が

濡
れ
て
お
り
滑
っ
て
転
倒
」
な

ど
、
つ
ま
づ
き
や
転
倒
に
よ
る

骨
折
や
打
撲
等
の
事
故
が
多
い

よ
う
で
す
。
長
崎
県
の
事
故
受

付
件
数
は
前
年
と
同
じ
く
８
件

で
し
た
。

　

活
動
時
に
は
、
つ
ま
づ
き
や

転
倒
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
し
て
も
引
き
続
き

感
染
予
防
を
行
い
な
が
ら
、
活

動
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

【
監
査 

５
月
20
日
】

　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
（
案
）

お
よ
び
令
和
５
年
度
会
計
決
算

（
案
）
に
つ
い
て
監
査
が
実
施
さ

れ
、
監
事
よ
り
業
務
は
適
正
に

実
施
さ
れ
収
支
の
状
況
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
第
１
回
正
副
会
長
会
議 

５
月
20
日
】

　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
（
案
）

お
よ
び
令
和
５
年
度
会
計
決
算

（
案
）
等
に
つ
い
て
、
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

【
第
１
回
委
員
会 

６
月
20
日
】

　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
（
案
）

お
よ
び
令
和
５
年
度
会
計
決
算

（
案
）、
令
和
6
年
度
長
崎
県
民

生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
大

会
お
よ
び
令
和
6
年
度
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
民
生
委
員
・
児
童
委
員

関
係
事
業
会
議
等
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
に
主
任
児
童

委
員
制
度
創
設
30
周
年
を
迎
え
、

今
後
ま
す
ま
す
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
で
あ
る
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
の
役
割
や
活
動

の
期
待
が
高
ま
る
中
、
長
崎
県

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、
従
来
開
催
し
て
い
る
「
中

堅
委
員
研
修
会
」
と
「
主
任
児
童

委
員
研
修
会
」
を
統
合
し
て
開

催
し
、
共
に
子
育
て
、
子
育
ち

を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
方

向
性
や
視
点
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
九
州
大
谷
短
期
大
学

教
授
の
中
村
秀
一
先
生
を
お
迎

え
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
活

動
に
つ
い
て
振
り
返
り
な
が
ら
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・

協
働
を
推
進
し
、
地
域
の
児
童

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
講

義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

095-865-8676

　

前
回
発
行
の
１
０
６
号
P5
『
キ
ラ

リ
と
光
る
わ
が
ま
ち
民
生
委
員
・
児

童
委
員
』
に
お
い
て
、
一
部
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

誤 

長
崎
市
仁
田
地
区
民
児
協 
会
長

　
　
　

 

吉
岡　

國
廣
さ
ん

 

正 

長
崎
市
佐
古
地
区
民
児
協 

会
長

　
　
　

 

吉
岡　

國
廣
さ
ん

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

１
０
６
号
掲
載
記
事
の
お
詫
び
と
訂
正

受
章
さ
れ
た
皆
様　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
社
会
福
祉
功
労
》

【
瑞
宝
単
光
章
】

黒
田 

唯
介 

様（
長
崎
市
）

《
社
会
福
祉
功
労
以
外
の
功
労
》

【
瑞
宝
単
光
章
】

岡
部 

栄
一 

様（
長
崎
市
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

山
﨑 

忠
雄 

様（
小
値
賀
町
）

令
和
６
年
春
の

勲
章・褒
章
受
章
者

（
現
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

令
和
５
年
度

民
生
委
員・児
童
委
員
活
動

保
険
事
故
受
付
状
況（
報
告
）

　
例
年
に
な
い
厳
し
い
猛
暑
が
続
き
、
全
国
で
は
、
気
温
が
40

度
に
到
達
す
る
所
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、
熱
中
症
に
注

意
し
、
感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
健
康
保
持
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
に
は
、
県
内

各
地
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
す
る
中
、
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
諫
早
市
通
信
員
・
編
集
委
員
　
　
市
丸
　
憲
二
）

会  

議  

報  

告

研
修
会
報
告

令
和
６
年
度 

中
堅
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
研
修
会

５
月
24
日
（
諫
早
市
）

グループワークの様子
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県
民
児
協
だ
よ
り

第
107
号　
令
和
６
年
９
月


